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ることも可能になる。第３節第２項で紹介した“1915 Crew List Transcription Project”
の事例では、職員１名の13年分に換算できる作業を410名のボランティアが３年間で完了
させている19）。
（２）課　題
　◦特定の職員への負担
　　 　実施する作業の種類によって負担がかかる職員は変わるが、クラウドソーシング導入に
際する資料写真の準備やボランティア運営、作業内容の確認など、段階ごとに担当職員の
負担は増える。
　◦作業精度の確保
　　 　不特定多数の人に作業を分配するということがクラウドソーシングの特性であるため、
当然参加する人の作業精度にも幅が出てくる。いかに精度を高めていくかということが、
MLA機関が提供する情報としての信頼性の担保に重要となる。
　◦個人情報や著作権などへの配慮
　　 　資料をインターネット上で公開する場合は、様々な権利への配慮が必要となる。それら
に関わる資料を扱う際、館としての方針（ポリシー）の導入も課題となりうる。
６．日本のMLA機関によるクラウドソーシング導入の可能性
　日本のクラウドソーシング市場における規模は年々増しているが、MLA機関に目を移すと
クラウドソーシングの活用が確認できるのは図書館だけであり、またその事例も非常に限られ
ている。その詳細な要因の調査は今後の課題とするが、これまでに筆者が確認した様々な取り
組みや個人的に交わしたMLA機関職員との会話から読み取れるクラウドソーシング利用が増
加しない大きな理由は、以下の３点にあると考える。
　まず１点目が「情報の不足」である。日本ではMLA機関での事例自体が少ないこともある
が、海外での事例紹介などの発信も進んでいない印象を受ける。ただし、国立国会図書館が運
用するインターネットサイト「カレントアウェアネス・ポータル」では海外でのクラウドソー
シング事例を紹介しているので、こういった情報発信が日本のMLA機関におけるクラウドソー
シング事例の３件全てが図書館によるものである事実と関連があるのかもしれない。２点目は
「権利関連問題への懸念・知識不足」である。幅広い種類の資料を扱うMLA機関がクラウドソー
19） 西前掲論文。
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シングを実施するわけなので、個人情報やプライバシー、著作権の保護など様々な権利関連問
題が絡んでくる。もちろん必要に応じて保護は必要だが、場合によっては江戸時代以前の古文
書などでも個人情報が記載された資料は、子孫への配慮も必要であるという理由などから、一
律にその画像や内容はインターネット上では公開しないという考え方も聞く。現行の個人情報
や著作権に関する法規を考慮すると、単純に担当職員の知識・情報不足であったり、過敏にな
りすぎたりして資料の公開・活用が妨げられている感じも否めない。そして、最後の３点目は「作
業精度確保への不安」である。この不安の根本には、提供するデータに間違いがあってはなら
ないという考えがあるだろう。より正確なデータを提供しようとすればするほど時間も経費も
掛かるため、作業精度の確保に不安のあるクラウドソーシングの利用には二の足を踏んでしま
うのではないだろうか。
　以上のような理由から、日本のMLA機関ではクラウドソーシングの活用が進んでいないと
予想する。しかし、いずれの理由も問題の解決に近づけることは可能であると考える。学会や
研究会、既存のニュースレターなどで発信や勉強を積み重ねていけば、次第にクラウドソーシ
ングの活用法も周知され、情報不足や権利問題への懸念は解消されるだろう。本稿でその方法
の詳細には触れないが、作業精度の確保についても、海外の成功事例に倣い一つのタスクを重
複して複数回の処理を重ねることで精度を上げるなどの解決策はある。そして、ここで注目し
ておきたい点は、前述「翻デジ2014」の管理者である永崎研宣氏が、そのホームページに記し
たクラウドソーシング・プロジェクトの目標だ。そこでは、当該システムの運用にあたっては、
「誰もが正確と認めるデジタル翻刻」を目的とせず、インターネット上で利用しやすい日本語
テクストデータを増やし、Googleなどの検索エンジンにおける対象資料の検索性を高めること
などを目標にすると言及している20）。なぜその決断をしたかきちんと説明責任を果たしつつ、
まずは情報の正確性より利便性を優先させることも一つの選択肢であろう。現在、バックログ
を抱えている館は多いだろうし、利用者の立場に立った運営、利用者との協働による双方向の
館運営が期待されている昨今、クラウドソーシング活用への理解が深まり前述のような課題が
解消されれば、活用のデメリットよりもメリットを取る館が増加するのではないだろうか。
おわりに
　以上、MLA機関におけるクラウドソーシング利用について、欧米での事例を確認し、日本
での現状と導入の可能性を探った。クラウドソーシング市場全体を見ると日本でも規模は拡大
し続けており、欧米ではMLA機関での導入例も増えていることを具体例とともに示した。また、
MLA機関でのクラウドソーシングの特徴はタスク形式の作業委託というところにあり、その
種類はインターネット上でのアップロードによる新資料の提供や文字資料のオンライン翻刻な
どの既存資料の開発・活用があり、幅広い作業がクラウドソーシングを通して実施されている
こともわかった。しかし、まだ日本での導入例は図書館での３件にとどまっていた。そして、
クラウドソーシングには館にとってメリットとなりうる導入意義もある一方、情報不足や理解
20） 永崎前掲ウェブサイト。
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不足、作業精度確保への不安などのデメリットとなる課題があり、それらが日本でのクラウド
ソーシング活用の壁となっているのではないかという判断に至った。しかしながら、それらの
課題を乗り越え、クラウドソーシングのメリットを生かし、利用者の立場に立ったより開かれ
た館運営をすることはMLA機関に求められる姿の一つの側面なのではないだろうか。そのた
めに、まずは関係者間で情報を共有し、クラウドソーシング利用への心理的な壁を取り除くこ
とが重要だと考える。
